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(57)【要約】
【課題】除菌性に優れるとともにウイルス不活化効果を有し、抗菌持続性、抗ウイルス持
続性に優れ、清拭後の拭き取り痕を軽減できる清掃用シートを提供する。
【解決手段】本発明の清掃用シートは、液体の保持が可能な基材シートに対して水性除菌
剤が含浸された清掃用シートにおいて、前記水性除菌剤が（Ａ）成分として第四級アンモ
ニウム塩型界面活性剤、（Ｂ）成分として水酸化カリウム、（Ｃ）成分としてアミノカル
ボン酸型キレート剤、（Ｄ）成分として水を含有していて、基材シートに含浸されている
水性除菌剤のｐＨが１０．５以上、１３．５以下であり、前記基材シートが、再生繊維、
合成系繊維、天然繊維より選ばれた少なくとも１種を含むことを特徴とする。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体の保持が可能な基材シートに対して水性除菌剤が含浸された清掃用シートにおいて
、前記水性除菌剤が（Ａ）成分として第四級アンモニウム塩型界面活性剤、（Ｂ）成分と
して水酸化カリウム、（Ｃ）成分としてアミノカルボン酸型キレート剤、（Ｄ）成分とし
て水を含有していて、基材シートに含浸されている水性除菌剤のｐＨが１０．５以上、１
３．５以下であり、
　前記基材シートが、再生繊維、合成系繊維、天然繊維より選ばれた少なくとも１種を含
むことを特徴とする清掃用シート。
【請求項２】
　（Ａ）成分が、ジアルキルジメチルアンモニウムクロライドであることを特徴とする請
求項１に記載の清掃用シート。
【請求項３】
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分を、質量比で、（Ａ）／（Ｂ）の値が０．２以上、１０以下と
なる割合で含有することを特徴とする請求項１又は２のいずれかに記載の清掃用シート。
【請求項４】
　（Ｃ）成分が、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）、メ
チルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、グルタミン酸二酢酸（ＧＬＤＡ）、又はこれらの塩の
少なくとも１種であることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の清掃用シート
。
【請求項５】
　前記水性除菌剤が、さらに（Ｅ）成分としてアニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤
、両性界面活性剤より選ばれた少なくとも１種を含有することを特徴とする請求項１から
４のいずれかに記載の清掃用シート。
【請求項６】
　前記水性除菌剤が、さらに（Ｆ）成分としてモノエタノールアミンを含有することを特
徴とする請求項１から５のいずれかに記載の清掃用シート。
【請求項７】
　（Ａ）成分と（Ｆ）成分を、質量比で（Ａ）／（Ｆ）の値が０．１以上、１０以下とな
る割合で含有することを特徴とする請求項６に記載の清掃用シート。
【請求項８】
　基材シートが再生繊維を５０％以上含むことを特徴とする請求項１から７のいずれかに
記載の清掃用シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、細菌やカビに対する除菌性、ウイルスの不活化効果だけでなく、高いアルカ
リ領域においても清拭後の拭き取り痕を軽減でき、抗菌持続性、抗ウイルス持続性、有効
除菌剤成分量の低下、基材シートの変色を抑え、薬剤抵抗性が高い芽胞菌にも優れた除菌
性を発揮する清掃用シートに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　除菌剤等を含有する水溶液を不織布に含浸させた所謂ウエットシート（清掃用シート）
という形態は、簡便で使いやすく、使い捨てできるため、常に清潔なものを使用できるこ
とから、家庭用だけではなく、食品工場、厨房、医療施設における環境整備などで使用さ
れている。
【０００３】
　特許文献１には、ε－ポリリジン及び／またはその塩、ｐＨ緩衝能を有する電解質、及
びアミノ酸が配合された抗菌剤組成物及びそれを用いた抗菌性シート状物品が開示されて
いる。
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【０００４】
　特許文献２には、水と殺菌防腐剤と水溶性保湿剤と、必要により更に可溶化剤を含む清
浄薬剤を含浸させた清拭シートが開示されている。
【０００５】
　特許文献３には、水性含浸液が剥離性シリコーン皮膜を形成するシリコーンや油性香料
を含み、シリコーンや油性香料の一部又は全部が水性エマルジョンとして含有されている
水性含浸液が含浸された清掃用水解性ウェットシートが開示されている。
【０００６】
　また清掃用シートに含浸されている除菌剤として、第四級アンモニウム塩型界面活性剤
を含むものが知られており、特許文献４には、ポリアミノプロピルビグアナイドと第四級
アンモニウム塩との混合物、安息香酸ナトリウム、クエン酸、エチレンジアミン四酢酸二
ナトリウム、非イオン界面活性剤及び水を含むｐＨ３．５～４．５の繊維シート含浸用水
溶性組成物が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－６７５８６号公報
【特許文献２】特開２００６－２３０６１２号公報
【特許文献３】特開２０１１－３０７９３号公報
【特許文献４】特開２０１３－１５１４４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１から３に記載されている清掃用シートでは、薬剤抵抗性が高
い芽胞菌への除菌性や抗ウイルス持続性が十分ではない。
【０００９】
　一方、特許文献４に記載されているような第四級アンモニウム塩を含む除菌剤は、除菌
効果は優れているが、不織布等の基材シートに含浸されると基材シートの繊維に強く吸着
されて有効な除菌剤成分量が低下し、除菌剤の含浸量を多くしないと除菌性や除菌持続性
が低下する虞があった。基材シートとして再生繊維、特にレーヨンを含む繊維からなるも
のを用いると、基材シートが親水性となるため、水を主体とした除菌剤の含浸量を増大さ
せることができるが、レーヨンは除菌剤の有効成分の吸着性が他の繊維に比して高いため
、基材シートに含浸された除菌剤中の有効成分量やｐＨの低下が著しく、基材シートに含
浸させる除菌剤量が増大しても除菌性やその持続性を十分に向上させることは困難であり
、また基材シートの抗ウイルス性を改善することも困難であった。
　また、ｐＨをよりアルカリ性にすることで、除菌性の向上は認められるものの清拭後の
拭き取り痕が増えてしまう課題があった。
【００１０】
　したがって、本発明が解決しようとする課題は、細菌やカビに対する除菌性、ウイルス
の不活化効果だけでなく、高いアルカリ領域においても清拭後の拭き取り痕を軽減でき、
抗菌持続性、抗ウイルス持続性を有し、基材シートに含浸させた際の除菌効果やウイルス
不活化効果の低下する虞のない清掃用シートを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明者等は鋭意検討した結果、第四級アンモニウム塩型
界面活性剤、水酸化カリウム、アミノカルボン酸型キレート剤、水を基材シートに含浸さ
せてなり、基材シートに含浸されている水性除菌剤のｐＨが１０．５以上、１３．５以下
である清掃用シートが、従来の清掃用シートの問題を解決できることを見出し、本発明を
完成するに至った。
【００１２】
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　即ち本発明は、
（１）液体の保持が可能な基材シートに対して水性除菌剤が含浸された清掃用シートにお
いて、前記水性除菌剤が（Ａ）成分として第四級アンモニウム塩型界面活性剤、（Ｂ）成
分として水酸化カリウム、（Ｃ）成分としてアミノカルボン酸型キレート剤、（Ｄ）成分
として水を含有していて、基材シートに含浸されている水性除菌剤のｐＨが１０．５以上
、１３．５以下であり、前記基材シートが、再生繊維、合成系繊維、天然繊維より選ばれ
た少なくとも１種を含むことを特徴とする清掃用シート、
（２）（Ａ）成分が、ジアルキルジメチルアンモニウムクロライドであることを特徴とす
る上記（１）の清掃用シート、
（３）（Ａ）成分と（Ｂ）成分を、質量比で（Ａ）／（Ｂ）の値が０．２以上、１０以下
となる割合で含有することを特徴とする上記（１）又は（２）のいずれかの清掃用シート
、
（４）（Ｃ）成分が、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）
、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、グルタミン酸二酢酸（ＧＬＤＡ）、又はこれらの
塩の少なくとも１種であることを特徴とする上記（１）から（３）のいずれかの清掃用シ
ート、
（５）前記水性除菌剤が、さらに（Ｅ）成分としてアニオン界面活性剤、ノニオン界面活
性剤、両性界面活性剤より選ばれた少なくとも１種を含有することを特徴とする上記（１
）から（４）のいずれかの清掃用シート、
（６）前記水性除菌剤が、さらに（Ｆ）成分としてモノエタノールアミンを含有すること
を特徴とする上記（１）から（５）のいずれかの清掃用シート、
（７）（Ａ）成分と（Ｆ）成分を、質量比で（Ａ）／（Ｆ）の値が０．１以上、１０以下
となる割合で含有することを特徴とする上記（６）の清掃用シート、
（８）基材シートが再生繊維を５０％以上含むことを特徴とする上記（１）から（７）の
いずれかの清掃用シート、
を要旨とするものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の清掃用シートは、細菌、カビ等に対して優れた除菌性を有し、ウイルスへの不
活化効果を有し、高いアルカリ領域においても清拭後の拭き取り痕を軽減でき、除菌剤を
基材シートに含浸させた際の除菌効果の低下が少なく、抗菌持続性、抗ウイルス持続性等
の効果を有する。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の清掃用シートに含浸される水性除菌剤において、（Ａ）成分の第四級アンモニ
ウム塩型界面活性剤としては、ジアルキルジメチルアンモニウム塩、アルキルトリメチル
アンモニウム塩、アルキルジメチルエチルアンモニウム塩、ジアルキルエチルメチルアン
モニウム塩、ジアルキルモノメチルハイドロキシアンモニウム塩、アルキルジメチルハイ
ドロキシエチルアンモニウム塩、アルキルベンジルジメチルアンモニウム塩、アルキルジ
ポリオキシエチレンメチルアンモニウム塩、アルキルジポリオキシエチレンメチルアンモ
ニウム塩、アルキルピリジニウム塩及びベンゼトニウム塩等が挙げられる。ここで、アル
キル基としては、炭素数４以上、２２以下のアルキル基、好ましくは炭素数６以上、１８
以下の直鎖アルキル基が挙げられる。具体的には、例えばブチル、ヘキシル、オクチル、
デシル、ドデシル、テトラデシル、ヘキサデシル、ヘプタデシル、オクタデシル、エイコ
シル、ドコシルが挙げられ、より好ましくはオクチル、デシルである。塩としては塩素イ
オン、臭素イオン、炭素数１又は２のアルキル硫酸エステルイオン、炭素数１以上、１２
以下の脂肪酸イオン、炭素数１以上、３以下のアルキル基が１個以上、３個以下置換して
いてもよいベンゼンスルホン酸イオンが好適である。（Ａ）成分は１種又は２種以上を組
み合わせて用いることができる。具体的には、オクチルデシルジメチルアンモニウムクロ
ライド、アルキルジメチルベンジルアンモニウムクロライド、ヘキサデシルトリメチルア
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ンモニウムクロライド、ジデシルモノメチルハイドロキシエチルアンモニウムクロライド
、ジデシルモノメチルハイドロキシエチルアンモニウムアジペート、ジデシルモノメチル
ハイドロキシエチルアンモニウムグルコネート、ジデシルモノメチルハイドロキシエチル
アンモニウムスルホネート、１，４－ビス（３，３’－（１－デシルピリジニウム）メチ
ルオキシ）ブタンジブロマイド、Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンビス（４－カルバモイル－１
－デシルピリジニウムブロマイド）、アルキルジメチルハイドロキシエチルアンモニウム
クロライド、アルキルトリメチルアンモニウムクロライド、アルキルジメチルエチルアン
モニウムエチルサルフェート、セチルピリジニウムクロライド、アルキルジメチルエチル
ベンジルアンモニウムクロライド、デシルイソノニルジメチルアンモニウムクロライド、
ジデシルメチルポリオキシエチレンアンモニウムプロピオネート、およびベンゼトニウム
クロライド等が挙げられる。なかでも、除菌性やウイルス不活化効果の点から、アルキル
ジメチルベンジルアンモニウムクロライド、ジデシルジメチルアンモニウムアジペート、
デシルトリメチルアンモニウムクロライド、ジデシルジメチルアンモニウムクロライド、
ジオクチルジメチルアンモニウムクロライド、オクチルデシルジデシルアンモニウムクロ
ライド、アルキルジメチルエチルベンジルアンモニウムクロライド、ベンゼトニウムクロ
ライドが好ましく、炭素数１２から１６のアルキルジメチルベンジルアンモニウムクロラ
イド、ジデシルジメチルアンモニウムクロライド、ジオクチルジメチルアンモニウムクロ
ライド、オクチルデシルジデシルアンモニウム塩、アルキルジメチルエチルベンジルアン
モニウムクロライド、ベンゼトニウムクロライドがより好ましい。特にジアルキルジメチ
ルアンモニウムクロライドが、除菌性、ウイルス不活性化効果に優れるため好ましい。
【００１５】
　基材シートに含浸されている水性除菌剤は、（Ａ）成分が０．０００４５質量％以上、
２０質量％以下であることが好ましく、０．０５質量％以上、５質量％以下であることが
より好ましく、０．１質量％以上、４質量％以下であることがさらに好ましい。（Ａ）成
分の含有量は、水性除菌剤を基材シートに含浸させた後、２４時間以上経過後に、基材シ
ートに含浸されている水性除菌剤の（Ａ）成分の含有量が０．０００４５質量％未満であ
ると除菌性が低下する場合があり、２０質量％を超えると皮膚を刺激する虞がある。
【００１６】
　本発明の清掃用シートは、水性除菌剤に、（Ｂ）成分として、水酸化カリウムという特
定のアルカリと、（Ｃ）成分としてアミノカルボン酸型キレート剤とを併用したことによ
り、除菌性、ウイルス不活化効果の向上だけでなく、ｐＨが１０．５以上、１３．５以下
という高いアルカリ領域においても清拭後の拭き取り痕を軽減できる。
【００１７】
　基材シートに含浸されている水性除菌剤は、（Ｂ）成分が０．００５質量％以上、１０
質量％以下であることが好ましく、０．０１質量％以上、５質量％以下であることがより
好ましく、０．０５質量％以上、２質量％以下であることがさらに好ましい。（Ｂ）成分
が０．００５質量％未満であると、除菌性、ウイルス不活化効果、抗菌持続性、及び抗ウ
イルス持続性等の効果が低下する虞があり、１０質量％を超えると皮膚刺激性、非清掃素
材の腐食、及び不織布の変色に影響する虞がある。（Ｂ）成分の含有量は、水性除菌剤を
基材シートに含浸させた後、２４時間以上経過後に、基材シートに含浸されている水性除
菌剤をサンプリングして測定した値である。また、基材シートに含浸するための水性除菌
剤は、（Ａ）成分と（Ｂ）成分の質量比（Ａ）／（Ｂ）の値が、０．２以上、１０以下で
あることが好ましく、０．４以上、８以下であることがより好ましく、０．５以上、５以
下であることが特に好ましい。（Ａ）／（Ｂ）が０．２以上、１０以下であると、清拭後
の拭き取り痕の軽減性、除菌性、ウイルス不活化及び皮膚への刺激性を抑えることができ
る。（Ａ）成分と（Ｂ）成分の質量比（Ａ）／（Ｂ）の値は、水性除菌剤を基材シートに
含浸させた後、２４時間以上経過後に、基材シートに含浸されている水性除菌剤をサンプ
リングして測定した値である。
【００１８】
　水性除菌剤における（Ｃ）成分のアミノカルボン酸型キレート剤としては、エチレンジ
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アミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤ
Ａ）、グルタミン酸二酢酸（ＧＬＤＡ）、ヒドロキシエチレンジアミン三酢酸（ＨＥＤＴ
Ａ）、ジエチレントリアミン五酢酸（ＤＴＰＡ）、トリエチレンテトラミン六酢酸（ＴＴ
ＨＡ）、ヒドロキシエチルイミノ二酢酸（ＨＩＤＡ）、ジヒドロキシエチルグリシン（Ｄ
ＨＥＧ）、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、アスパラギン酸二酢酸（ＡＳＤＡ）、β
-アラニン二酢酸（ＡＤＡ）、セリン二酢酸（ＳＤＡ）や、これらのアルカリ金属塩、ア
ンモニウム塩等が挙げられる。（Ｃ）成分は１種又は２種以上を組み合わせて用いること
ができる。なかでも、洗浄性及び水酸化カリウムとの併用によって清拭後の拭き取り痕を
軽減できる効果がより優れている点から、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ニトリ
ロ三酢酸（ＮＴＡ）、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、グルタミン酸二酢酸（ＧＬＤ
Ａ）又はこれらの塩が好ましい。
【００１９】
　基材シートに含浸されている水性除菌剤は、（Ｃ）成分が０．００５質量％以上、１０
質量％以下であることが好ましく、０．０１質量％以上、５質量％以下であることがより
好ましく、０．０５質量％以上、２質量％以下であることがさらに好ましい。（Ｃ）成分
が０．００５質量％未満では、清拭後の拭き取り痕の軽減性、除菌性、ウイルス不活化効
果、抗菌持続性、及び抗ウイルス持続性等が低下する虞があり、１０質量％を超えても、
それ以上の添加効果が得られない虞がある。（Ｃ）成分の含有量は、水性除菌剤を基材シ
ートに含浸させた後、２４時間以上経過後に、基材シートに含浸されている水性除菌剤を
サンプリングして測定した値である。
【００２０】
　水性除菌剤における（Ｄ）成分の水としては、特に限定はなく、水道水、井水、イオン
交換水、軟水などが挙げられる。（Ｄ）成分は１種又は２種以上を組み合わせて用いるこ
とができる。なかでも、除菌性、除ウイルス性及び使用感の観点から、イオン交換水又は
軟水が好ましい。
【００２１】
　基材シートに含浸されている水性除菌剤は、溶媒として（Ｄ）成分の水を含有し、洗浄
剤組成物を構成する前記成分及びその他成分の残部となる。水の含有量は、全組成物中に
７０質量％以上、９９．９９質量％以下が好ましい。
【００２２】
　本発明の清掃用シートは、上記水性除菌剤が、液体の保持が可能な基材シートに含浸さ
れているが、基材シートに含浸されている水性除菌剤は、除菌性及び清拭後の拭き取り痕
を軽減できる効果が発揮できるために、ｐＨが１０．５以上、１３．５以下であることが
必要であるが、基材シートに含浸されている水性除菌剤は好ましくはｐＨが１０．８以上
、１３以下であり、より好ましくはｐＨが１１．０以上、１２．８以下であり、特に好ま
しくはｐＨが１１．２以上、１２．６以下である。基材シートに含浸されている水性除菌
剤のｐＨが１０．５未満であると細菌やウイルスに対する効果が低下し且つ汚れに対する
洗浄性が低下し、１３．５を超えると被清拭物を腐食させたり、含浸している不織布の脆
化などが生じる。本発明の清掃用シートに含浸される水性除菌剤は、（Ａ）成分としての
第四級アンモニウム塩型界面活性剤とともに、（Ｂ）成分として水酸化カリウムと、（Ｃ
）成分としてアミノカルボン酸型キレート剤、（Ｄ）成分として水を含むことにより、基
材シートに含浸させた際に基材シートの繊維に吸着されて有効成分である第四級アンモニ
ウム塩型界面活性剤の量が低下したり、ｐＨが低下したりする虞が少なく、基材シートに
レーヨンを含む場合でも、有効成分量やｐＨが低下する虞が少ない。
【００２３】
　本発明の除菌シートにおける基材シートとしては、再生繊維、合成系繊維、天然繊維や
これらの混合繊維よりなる不織布、織布、網布等が挙げられるが、再生繊維を含むものが
好ましい。再生繊維としてはレーヨン、ポリノジック、キュプラ、リヨセル、アセテート
が挙げられるが、不織布の薬剤耐性や薬剤の偏在が少ない観点でレーヨンが好ましい。基
材シートに再生繊維を用いると、基材シートが親水性となり水性の除菌剤の含浸量を向上
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できる。基材シートの再生繊維の割合としては、１０％以上であることが好ましく、５０
％以上であることがより好ましく、７０％以上であることがさらに好ましい。基材シート
は再生繊維を５０％以上含み、残りが合成系繊維及び／又は天然繊維からなるものが好ま
しい。本発明の除菌シートは、基材シートが再生繊維を５０％以上含み、基材シートを構
成する繊維１００質量部当たり、水性除菌剤が１５０質量部以上、３５０質量部以下含浸
されていることが好ましく、２００質量部以上、３３０質量部以下含浸されていることが
より好ましい。
【００２４】
　本発明の清掃用シートに用いる水性除菌剤には、更に（Ｅ）成分としてアニオン界面活
性剤、ノニオン界面活性剤、両性界面活性剤より選ばれた少なくとも１種が含有されてい
ると、洗浄性を向上できるため好ましい。アニオン界面活性剤としては、脂肪酸、アルケ
ニルコハク酸、ポリオキシアルキレンアルキル又はアルケニルエーテルカルボン酸、アル
キロールサルコシン、アルキル又はアルケニル硫酸エステル、ポリオキシアルキレンアル
キル又はアルケニルエーテル硫酸エステル、アマイドエーテル硫酸エステル、アルキルベ
ンゼンスルホン酸、オレフィンスルホン酸、アルカンスルホン酸、アルキルジフェニルエ
ーテルジスルホン酸、ジアルキルスルホコハク酸、ポリオキシアルキレンアルキルエーテ
ルスルホコハク酸半エステル、アシルタウリン酸、アルキルモノリン酸エステル、アルキ
ルトリリン酸エステル、ポリオキシアルキレンアルキルエーテルリン酸エステル、ジポリ
オキシアルキレンアルキルエーテルリン酸エステル、トリポリオキシアルキレンアルキル
エーテルリン酸エステル、トリポリオキシアルキレンアルキルエーテルリン酸やこれらの
アルカリ金属塩、アンモニウム塩等が挙げられる。これらは単独で用いても、２種以上を
組み合わせて用いても良い。ノニオン界面活性剤としては、ポリオキシアルキレンアルキ
ルエーテル、ポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシアルキレンス
チレン化フェニルエーテル、ポリアルキレングリコールモノアルキル脂肪酸エステル、ポ
リアルキレングリコールジアルキル脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレングリセリンモ
ノアルキル脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレンソルビタンモノアルキル脂肪酸エステ
ル、ポリオキシエチレンソルビタントリアルキル脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンと
ポリオキシプロピレンとのブロックポリマー、ポリオキシエチレンとポリオキシプロピレ
ンとのランダムポリマー、ポリオキシエチレンとポリオキシプロピレンとのランダムポリ
マー（リバースタイプ）、ポリオキシエチレンとポリオキシプロピレンとのブロック型エ
チレンジアミン、ポリオキシエチレンとポリオキシプロピレンとのブロック型エチレンジ
アミン（リバースタイプ）、ソルビタンエステル、グリセライド（グリセリン（モノ又は
ジ）脂肪酸エステル）、ポリグリセリンのアルキル脂肪酸（モノ又はポリ）エステル、ポ
リグリセリン縮合リシノレイン酸エステル、有機酸モノグリセリド、プロピレングリコー
ル脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、アルキルグリセリルエーテル、アルキルポリ
グルコシド等が挙げられる。これらは単独で用いても、２種以上を組み合わせて用いても
良い。両性界面活性剤としては、アルキルアミノ酢酸ベタイン、アルキルアミドプロピル
ベタイン、スルホベタイン、アルキルアミノ（モノ又はジ）プロピオン酸塩、イミダゾリ
ニウムベタイン、アルキルアミンオキシド、アルキルアミノエチルグリシン、アルキルジ
（アミノエチル）グリシン、グリシンｎ－（３－アミノプロピル）Ｃ１０～１６誘導体、
アルキルポリアミノエチルグリシン、アルキルβアラニン、アルキルジエタノールアミン
、ポリオキシアルキレンアルキルアミン、ジアミンのオキシエチレン付加型界面活性剤等
が挙げられる。これらは単独で用いても、２種以上を組み合わせて用いても良い。これら
（Ｅ）成分の水性除菌剤中の割合は、基材シートに含浸されている除菌剤中、０．００１
質量％以上、５質量％以下が好ましく、０．０１質量％以上、２質量％以下がより好まし
い。
【００２５】
　本発明の清掃用シートに用いる水性除菌剤には、更に（Ｆ）成分としてモノエタノール
アミンを含有してもよい。モノエタノールアミンを含有すると、高アルカリ領域でも安定
したｐＨを保持（緩衝作用）できるだけでなく、清拭後の拭き取り痕を軽減できる効果を
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更に向上でき、しかも除菌性、ウイルス不活化効果も向上することができる。
【００２６】
　（Ｆ）成分は、基材シートに含浸されている水性除菌剤中、０．００５質量％以上、１
０質量％以下であることが好ましく、０．０１質量％以上、５質量％以下であることがよ
り好ましく、０．０５質量％以上、２質量％以下であることがさらに好ましい。（Ｆ）成
分の水性除菌剤中の割合が０．００５質量％未満では、安定したｐＨ保持効果、清拭後の
拭き取り痕を軽減効果、除菌性、ウイルス不活化効果の十分な効果が得られない虞があり
、１０質量％を超えると皮膚刺激性に影響する虞がある。（Ｆ）成分の含有量は、水性除
菌剤を基材シートに含浸させた後、２４時間以上経過後に、基材シートに含浸されている
水性除菌剤をサンプリングして測定した値である。また、基材シートに含浸されている水
性除菌剤は、清拭後の拭き取り痕の軽減効果、除菌性、芽胞菌への除菌性、ウイルス不活
化効果や不織布の変色防止性の点で（Ａ）成分と（Ｆ）成分の質量比（Ａ）／（Ｆ）の値
が、０．１以上、２０以下であることが好ましく、０．３以上、５以下であることがより
好ましく、０．５以上、３以下であることが特に好ましい。（Ａ）成分と（Ｆ）成分の質
量比（Ａ）／（Ｆ）の値は、水性除菌剤を基材シートに含浸させた後、２４時間以上経過
後に、基材シートに含浸されている水性除菌剤をサンプリングして測定した値である。
【００２７】
　本発明の清掃用シートに用いる水性除菌剤は、更に当該技術分野で通常使用される成分
を含有していてもよい。このような成分としては、例えば、有機溶媒、芳香剤、色素等が
挙げられる。これらの水性除菌剤中の割合は０．００１質量％以上、１０質量％以下が好
ましいが、０．０５質量％以上、５質量％以下がより好ましい。
【００２８】
　上記有機溶媒としては、例えば、メタノール、エタノール、１－プロパノール、２－プ
ロパノール、アセトン等が挙げられる。これらは単独で用いても、２種以上を組み合わせ
ても良い。有機溶媒は溶液状態における液安定性の向上の点で、水性除菌剤中に０．００
１質量％以上、５質量％以下配合することが好ましく、０．０１質量％以上、３質量％以
下配合することがより好ましい。
【００２９】
　上記芳香剤としては、従来公知の各種の芳香を有する天然物等に含有されるものを特に
制限なく用いることができ、例えば、ペパーミントオイル等の天然物から抽出した天然香
料、リモネン等の合成した合成香料、二種以上の公知香料を適宜の割合で混合して得られ
る香料等が挙げられる。
　例えば、天然香料としては、アニス油、バジル油、ベルガモット油、シダー油、クロー
ブ油、コリアンダー油、ユーカリ油、フェンネル油、ガルバヌム油、ゼラニウム油、ジャ
スミンアブソリュート、ラバンジン油、ラベンダー油、レモングラス油、レモン油、ラベ
ンダースパイク油、ネロリ油、オークモスアブソリュート、パチョリ油、ぺチグレン油、
パイン油、ローズ油、ローズマリー油、クラリーセージ油、サンダルウッド油、タイム油
、トンカアブソリュート、チュベローズアブソリュート、ベチバー油、イランイラン油、
ペパーミント油、しょう脳油、芳油、ペリラ油、スペアミント油、スターアニス油、ライ
ム油、オコチア油、テレピン油、ナツメグ油、シトロネラ油、ボアドローズ油、カナンガ
油、カルダモン油、カシア油、オレンジ油、マンダリン油、タンジェリン油、ベイ油、エ
レミ油、ヒバ油、桧油、グレープフルーツ油、ゆず油等が挙げられる。
【００３０】
　合成香料としては、炭化水素類、アルコール類、アルデヒド類、ケトン類、ラクトン又
はオキシド類、エーテル類、エステル類等が挙げられる。炭化水素類としては、α－ピネ
ン、リモネン、カンフェン、ｐ－シメン、フェンチェン、オシメン及びグアイエン等が挙
げられる。アルコール類としては、リナロール、ゲラニオール、シトロネロール、ネロー
ル、メントール、ボルネオール、ベンジルアルコール、アニスアルコール、ネロリドール
、オイゲノール、α－フェニルエチルアルコール、β－フェニルエチルアルコール、ロジ
ノール、アンブリノール、ミルセノール、テトラヒドロリナロール、ターピネオール、セ
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ドロール、１－オクタノール、３－オクタノール、９－デセノール、１０－ウンデセノー
ル、ジヒドロカルベオール、プレノール、エチルリナロール、３－ヘプタノール、ベンジ
ルオイゲノール、２－エチルヘキサノール、３－ヘキセノール、２,４－ジメチル－３－
シクロヘキセン－１－メタノール、４－イソプロピルシクロヘキサノール、Ｐ－イソプロ
ピルシクロヘキセンメタノール、１－ノナノール、２－ノナノール、Ｐ－イソプロピルシ
クロヘキサノール、２－メチル－３－ブテン－２－オール、２－ヘキセノール、１－ノネ
ン－３－オール、３－メチル－１－ベンタノール、２，６－ジメチル－ヘプタノール及び
３，４，５，６，６－ペンタメチル－２－ヘプタノール等が挙げられる。アルデヒド類と
しては、ｎ－ブチルアルデヒド、イソブチルアルデヒド、ヘキシルアルデヒド、ヘプチル
アルデヒド、ｎ－ノニルアルデヒド、ノナジエナール、シトラール、シトロネラール、ベ
ンズアルデヒド、シンナミックアルデヒド、ヘリオトロピン、ワニリン、トリプラール、
２－ドデセナール、２，５，６－トリメチル－４－ヘプタナール、トリメチルウンデセナ
ール、２－デセナール、ｐ－トリルアルデヒド、アセトアルデヒドジエチルアセタール、
ｎ－オクタナール、ｎ－デカナール、ｐ－イソプロピルフェニルアセトアルデヒド、オク
タナールジメチルアセタール、ｎ－ノナナール、ウンデカナール、１０－ウンデセナール
、フェニルプロピオンアルデヒド、３－ヘキセナール、２－ウンデセナール及びｐ－メチ
ルヒドラトロパアルデヒド等が挙げられる。ケトン類としては、メチルアミルケトン、メ
チルノニルケトン、ジアセチル、アセチルプロピオニル、アセチルブチリル、カルボン、
メントン、樟脳、アセトフェノン、ｐ－メチルアセトフェノン、イオノン、ジヒドロカル
ボン及び２－ウンデカノン等が挙げられる。ラクトン又はオキシド類としては、アミルブ
チロラクトン、メチルフェニルグリシド酸エチル、γ－ノニルラクトン、クマリン、シネ
オール、ジャスミンラクトン、メチルｒ－デカラクトン、２，２，６－トリメチル－６－
ビニルテトラヒドロピラン及び５－イソプロペロル－２－メチル－２－ビニルテトラヒド
ロフラン等が挙げられる。エーテル類としては、１，８－シネオール、ローズオキサイド
、セドロールメチルエーテル（セドランバー）、ｐ－クレジルメチルエーテル、イソアミ
ルフェニルエチルエーテル、４－フェニル－２，４，６－トリメチル－１，３－ジオキサ
ン、アネトール等が挙げられる。エステル類としては、メチルフォーメート、イソプロピ
ルフォーメート、リナリールフォーメート、エチルアセテート、オクチルアセテート、メ
ンチルアセテート、ベンジルアセテート、シンナミルアセテート、プロピオン酸ブチル、
酢酸イソアミル、イソ酪酸イソプロピル、イソ吉草酸グラニル、カプロン酸アリル、ヘプ
チル酸ブチル、カプリル酸オクチル、ヘプチンカルボン酸メチル、ペラハゴン酸エチル、
オクチンカルボン酸メチル、カプリン酸イソアシル、ラウリン酸メチル、ミリスチン酸エ
チル、安息香酸エチル、安息香酸ベンジル、フェニル酢酸メチル、フェニル酢酸ブチル、
桂皮酸メチル、桂皮酸シンナミル、サルチル酸メチル、アニス酸エチル、アンスラニル酸
メチル、エチルピルベート、エチルα－ブチルブチレート、酢酸デシル及びギ酸プロピル
等が挙げられる。
【００３１】
　上記色素としては、天然系色素、合成系色素、これらの２種以上の混合物などを挙げる
ことができる。天然系色素としては、具体的には、例えば、アカキャベツ色素（紫赤色）
、アカダイコン色素（赤橙～赤紫色）、ムラサキイモ色素（紫赤色）、ビートレッド（赤
色）、アルカネット色素（赤～赤紫色）、コチニール色素（黄橙～紫色）、ラック色素（
赤橙～紫色）、ベニバナ赤色素（赤色）、アカネ色素（黄橙～赤紫色）、クチナシ赤色素
（赤色）、ベニコウジ色素（赤色）、トウガラシ色素（黄～赤橙色）、アナトー色素（黄
～赤橙色）、クチナシ黄色素（黄色）、ベニバナ黄色素（黄色）、ウコン色素（黄色）、
マリーゴールド色素（黄色）、カラメル色素（暗褐～黒色）、コウリャン色素（赤褐～暗
褐色）、タマネギ色素（褐色）、シアナット色素（褐色）、ペカンナッツ色素（褐色）、
チコリ色素（赤褐～褐色）、カカオ色素（赤褐～褐色）、クロロフィル（緑色）、クチナ
シ青色素（青色）、スピルリナ色素（青色）などを挙げることができる。
　合成系色素としては、具体的には、例えば、赤色１号、赤色２号、赤色３号、赤色４号
、赤色５号、赤色１０１号、赤色１０２号、赤色１０３号、赤色１０４号、赤色１０５号
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、赤色１０６号、橙色１号、橙色２号、黄色１号、黄色２号、黄色３号、黄色４号、黄色
５号、緑色１号、緑色２号、緑色３号、青色１号、青色２号、紫色１号、食用混合色素等
を挙げることができる。
【００３２】
　本発明の清掃用シートは、含浸されている水性除菌剤が強力な除菌性、ウイルス不活化
効果を有し、細菌やウイルスに対する除菌・除ウイルス性に優れるため、細菌やウイルス
の汚染・混入が問題となる幅広い分野、主に医療分野、食品分野、醸造分野、農業分野な
ど、での除菌・除ウイルスに有用である。特に、医療分野での硬質表面の除菌に好適に用
いることができる。
【００３３】
　本発明の清掃用シートは種々の用途で適用可能であり、例えば、ヒトの皮膚表面を除く
表面消毒、機器消毒、またはトイレやベッド周りにおける除菌・除ウイルス用、防カビ用
、ウイルス不活化用として好適である。本発明の清掃用シートは、複数枚のシートが積層
された形態、長尺なシートをロール状に巻いたり、折り畳んだ形態等に形成することがで
きる。
【実施例】
【００３４】
　以下、本発明を実施例と比較例により具体的に説明するが、本発明はこれらにより限定
されるものではない。実施例、比較例において配合に用いた各成分を下記に示す。なお、
ＥＯはエチレンオキシド、ＰＯはプロピレンオキシドの略であり、その後の数字はそれぞ
れＥＯ、ＰＯの平均付加モル数を表す。尚、表中における実施例及び比較例における各成
分の配合の数値は純分の質量％を表す。また、各成分中のアルキル基の表記は、例えば、
アルキル（Ｃ１２～１６）の場合、炭素数１２以上、１６以下のアルキル基を有する混合
物を表す。
【００３５】
（Ａ）成分
Ａ－１：オクチルデシルジメチルアンモニウムクロライド
Ａ－２：ジオクチルジメチルアンモニウムクロライド
Ａ－３：ジデシルジメチルアンモニウムクロライド
Ａ－４：アルキル（Ｃ１２～１６）ジメチルベンジルアンモニウムクロライド
（Ａ´）成分〔（Ａ）成分の比較成分〕
Ａ´－１：ラウリルアミン
【００３６】
（Ｂ）成分
Ｂ－１：水酸化カリウム
（Ｂ´）成分〔（Ｂ）成分の比較成分〕
Ｂ´－１：水酸化ナトリウム
【００３７】
（Ｃ）成分
Ｃ－１：エチレンジアミン四酢酸四ナトリウム塩（ＥＤＴＡ－４Ｎａ）
Ｃ－２：ニトリロ三酢酸三ナトリウム塩（ＮＴＡ－３Ｎａ）
Ｃ－３：メチルグリシン二酢酸三ナトリウム塩（ＭＧＤＡ－３Ｎａ）
Ｃ－４：グルタミン酸二酢酸四ナトリウム塩（ＧＬＤＡ－４Ｎａ）
【００３８】
（Ｄ）成分
Ｄ－１：イオン交換水
【００３９】
（Ｅ）成分
Ｅ－１：非イオン界面活性剤１［ポリオキシエチレン（ＥＯ：６．５モル）アルキル（Ｃ
９～１１）エーテル］
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Ｅ－２：非イオン界面活性剤２［ポリオキシエチレン（ＥＯ：２５モル）アルキル（獣脂
脂肪）エーテル］
Ｅ－３：オクチルジメチルアミンオキシド
Ｅ－４：ドデシルジメチルアミンオキシド
【００４０】
（Ｆ）成分
Ｆ－１：モノエタノールアミン
【００４１】
実施例１から６４、比較例１から７
　表１から表７に示す配合に基づき水性除菌剤を調製した。表に示す再生繊維を含む不織
布の基材シートに、基材シート１００質量部当たり３００質量部となるように各水性除菌
剤を２４時間含浸させて基材シートに除菌剤を十分に行き渡らせて清掃用シートとした。
万力を用いて清掃用シートを１０Ｎ・ｃｍの力で１０分間締め込み、搾出された溶液（以
下、搾出液という）のｐＨ、搾出液中の（Ａ）成分量、清掃用シートによる拭き取り痕の
軽減性、除菌性、ウイルス不活化、皮膚刺激性、抗菌持続性、抗ウイルス持続性、被清掃
素材に対する腐食性の試験、除菌剤による不織布の変色性の試験、洗浄性試験を行った。
また、水性除菌剤に対する清掃用シートの使用感の性状を評価した。結果を表１から表７
にあわせて示す。
【００４２】
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【表１】

【００４３】
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【表２】

【００４４】
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【表３】

【００４５】
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【表４】

【００４６】
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【００４７】
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【表６】

【００４８】
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【表７】

【００４９】
搾出液のｐＨの測定方法
＜ｐＨメーターの校正＞
　ｐＨメーター（ＨＯＲＩＢＡ製；ｐＨ／イオンメーター　Ｆ－２３）にｐＨ測定用複合
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電極（ＨＯＲＩＢＡ製；ガラス摺り合わせスリーブ型）を接続し、電源を入れる。ｐＨ電
極内部液としては、飽和塩化カリウム水溶液（３．３３ｍｏｌ／Ｌ）を使用した。次に、
ｐＨ４．０１標準液（フタル酸塩標準液）、ｐＨ６．８６標準液（中性リン酸塩標準液）
、ｐＨ９．１８標準液（ホウ酸塩標準液）をそれぞれ１００ｍＬビーカーに充填し、２５
℃の恒温槽に３０分間浸漬した。恒温に調整された標準液にｐＨ測定用電極を３分間浸し
、ｐＨ６．８６、ｐＨ９．１８、ｐＨ４．０１の順に校正操作を行った。
＜ｐＨ測定＞
　恒温槽内にて２５℃の恒温に調整された搾出液１００ｍＬにｐＨ測定用電極を３分間浸
し、ｐＨを測定した。
【００５０】
搾出液中の（Ａ）成分量（陽イオン界面活性剤量）測定方法
　搾出液８ｍＬをビーカーにとり、搾出液に０．２５ＭのｐＨ５．７の酢酸ナトリウム緩
衝液１ｍＬ、６×１０-4ＭのクロムアズロールＳ溶液１ｍＬを順次加え、磁気攪拌機で攪
拌しながら、２．０ｍｏｌ／Ｌラウリル硫酸ナトリウム水溶液で滴定して搾出液中の（Ａ
）成分量を求めた。滴定の終点は、溶液が紫からオレンジに色調変化することを目視によ
って判定した。
【００５１】
※１：清掃用シートによる拭き取り痕の軽減性試験
　１５ｃｍ×１５ｃｍのガラス板を用意し、表１から表７に示す各清掃用シートにより、
ガラス板表面を上下５回、左右５回清拭を行った。その後、室温にて２時間ガラス板を乾
燥させ、ガラス板表面に発生した拭き残り痕について目視によって評価した。
評価基準：
　◎：拭き残り痕が全く気にならない。
　〇：拭き残り痕がほとんど気にならない。
　△：拭き残り痕がやや気になるが、問題ないレベル。
　×：拭き残り痕が気になる。
とし、△、〇、◎を実用性のあるものとして判定した。
【００５２】
※２：除菌性試験（芽胞菌）
試験方法：
　供試菌株をＳＣＤ寒天培地（日水製薬品）に塗抹し、３７℃で培養し、培養後、顕微鏡
観察にて芽胞が十分に形成されていることを確認した。平板培地上に滅菌済み純水を１０
ｍＬ入れ、コロニーを掻き取り懸濁液を収集した。収集した懸濁液に、１００００ｒｐｍ
で、４℃、１５分間の条件で遠心洗浄を３回実施し、遠心後、滅菌済み純水を適量加え、
２．０×１０8～９．０×１０8ＣＦＵ／ｍＬ程度になるように菌数を調製し、ウォーター
バスにて８０℃、１５分間の加熱処理をして芽胞菌液とした。
　各搾出液１０ｍＬに、供試芽胞菌液０．１ｍＬを添加し、２５℃にて１５分間接触させ
た後、滅菌中和溶液を加えよく攪拌した。
　芽胞菌としてＢａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ　ＮＢＲＣ３１３４（１０8ＣＦＵ
／ｍＬレベル）及びＣｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｄｉｆｆｉｃｉｌｅ　ＡＴＣＣ９６８９（
１０8ＣＦＵ／ｍＬレベル）を用いた。
　この１ｍＬをＳＣＤ寒天培地で混釈培養し生菌数を確認し、下記の基準で評価した。
評価基準：
　１点：供試菌のｌｏｇ　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎが３以上の菌数減少
　２点：供試菌のｌｏｇ　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎが２以上、３未満の菌数減少
　３点：供試菌のｌｏｇ　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎが２未満の菌数減少
として上記各菌種について菌数減少を点数で評価し、菌数減少の点数の平均値を求め、以
下の基準で除菌性を評価した。
　◎：平均値が１．０点以上、１．５点未満。
　○：平均値が１．５点以上、２．０点未満。
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　△：平均値が２．０点以上、２．５点未満。
　×：平均値が２．５点以上。
とし、△、○、◎を実用性のあるものとして判定した。
【００５３】
※３：ウイルス不活化試験
試験方法：
　試験管に０．９ｍＬの搾出液と、１０8ＴＣＩＤ５０／ｍＬとなるように調整したウイ
ルス液０．１ｍＬを加え、ミキサーで混合し、２５℃で１０分間作用させた。作用後０．
１ｍＬをサンプリングし、９．９ｍＬの作用停止液（２％チオ硫酸ナトリウム、０．２％
レシチン及び１．５％ポリソルベート８０を含む細胞増殖液）に添加して１００倍希釈後
、ウイルスに対する水性除菌剤（搾出液）の作用を停止させた。これをウイルス感染価測
定用資料原液として感染価の測定に用いた。同様に、搾出液の代わりに、リン酸緩衝生理
食塩水（ｐｈｏｓｐｈａｔｅ　ｂｕｆｆｅｒｒｅｄ　ｓａｌｉｎｅ、以下、ＰＢＳと略す
ことがある）を用いた試験を実施し、コントロールとした。リン酸緩衝生理食塩水は、塩
化ナトリウム８ｇ、塩化カリウム０．２ｇ、リン酸水素二ナトリウム１．４４ｇ、リン酸
二水素カリウム０．２４ｇの４種類の塩を混合し、超純水で９００ｍＬに溶解後、塩酸で
ｐＨを７．４に調整する。１Ｌにメスアップ後、オートクレーブにより滅菌する。ウイル
スとして、ネコカリシウイルス、マウスノロウイルス、Ｂ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイ
ルス、アデノウイルス、ＡＩＤＳウイルス、インフルエンザウイルスを用いた。
　ウイルス感染価測定用試料原液をＰＢＳで１０倍段階希釈した後、感染価測定用試料原
液及び希釈ウイルス液５０μＬとウシ胎仔血清（ＦＢＳ）を５％添加したＤｕｌｂｅｃｃ
ｏ‘ｓ　ｍｏｄｉｆｉｅｄ　Ｅａｇｌｅ’ｓ　Ｍｅｄｉｕｍ（ＤＭＥＭ）に懸濁した細胞
を９６ウェルプレートに植え込んだ。その後、炭酸ガスふ卵器において３７℃、５％ＣＯ

2の条件で４日間培養した。
　培養後、倒立顕微鏡下でウイルスの増殖によるＣＰＥ（細胞変性効果）の有無を観察し
、Ｒｅｅｄ－Ｍｕｅｎｃｈ法を用いてウイルス感染価（ＴＣＩＤ５０／ｍＬ）を求め、下
記の基準で評価した。
評価基準：
　１点：ウイルス感染価のＬｏｇ　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎが５以上の減少
　２点：ウイルス感染価のＬｏｇ　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎが４以上、５未満の減少
　３点：ウイルス感染価のＬｏｇ　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎが３以上、４未満の減少
　４点：ウイルス感染価のＬｏｇ　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎが３未満の減少
として上記各ウイルスについてウイルス感染価の減少を点数で評価し平均値を求め、以下
の基準で除ウイルス性を評価した。
　◎：平均値が１．０点以上、１．５点未満。
　〇：平均値が１．５点以上、２．５点未満。
　△：平均値が２．５点以上、３．５点未満。
　×：平均値が３．５以上。
とし、△、○、◎を実用性のあるものとして判定した。
【００５４】
※４：皮膚刺激性に関する試験
　表１から表７に示す各種清掃用シートを１枚とり出し、１ｃｍ四方に切り出し、粘着テ
ープを使用して被験者（無作為に選定した成人）のひじの内側に貼り付け、２４時間経過
後に剥がした直後に、皮膚の状態を目視で確認して、皮膚刺激性を評価した。
評価基準：
◎：紅斑、浮腫が全く見られない。
〇：紅斑、浮腫がほとんど見られない。
△：やや赤みのある紅斑や軽度の浮腫が見られる。
×：赤みの強い紅斑や重度の浮腫が見られる。
とし、△、○、◎を実用性のあるものとして判定した。
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【００５５】
※５：抗菌持続性試験
　２０ｍｍ×２０ｍｍのステンレス板を用意し、表１から表７に示す各清掃用シートで上
下５回左右５回清拭を行い、２５℃に設定したインキュベーターで所定時間（１時間、１
２時間、２４時間、７２時間）静置する。対照として未処理のステンレス板も用意した。
所定時間静置した各テストパネルを滅菌したプラスチックボトルに入れ、除菌性試験で調
整した各種菌液（細菌：Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ、Ｓｔａｐｈｙ
ｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ、Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ、Ａｌｃａｌｉｇ
ｅｎｅｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ、Ｓｅｒｒａｔｉａ　ｍａｒｃｅｓｃｅｎｓ、カビ：Ａｓｐ
ｅｒｇｉｌｌｕｓ ｎｉｇｅｒ）を０．２ｍＬ接種して、パネル表面全体にまんべんなく
塗布した。各テストパネルを２５℃で２時間自然乾燥後、細菌についてはＳＣＤＬＰ培地
２０ｍＬ、カビについてはＧＰＬＰ液体培地２０ｍＬを加え、ストマッカー袋に入れ、６
０回手で揉み細菌を洗い出した。洗い出した試験液について、細菌についてはＳＣＤ寒天
培地、カビについてはＰＤＡ培地を用いて培養し、菌数（ｃｆｕ/ｍＬ）を求め、対照と
比較して下記の基準で評価した。
評価基準：
　１点：静置時間７２時間まで、対照と比較して菌数の常用対数値が３以上小さい。
　２点：静置時間２４時間まで、対照と比較して菌数の常用対数値が３以上小さい。
　３点：静置時間１２時間まで、対照と比較して菌数の常用対数値が３以上小さい。
　４点：静置時間１時間まで、対照と比較して菌数の常用対数値が３以上小さい。
として上記抗菌持続性を点数で評価した。
　細菌については、抗菌持続性の５種の細菌に対する平均値を求め、以下の基準で抗菌持
続性効果を評価した。
　◎：平均値が１．０点以上、１．５点未満。
　〇：平均値が１．５点以上、２．５点未満。
　△：平均値が２．５点以上、３．５点未満。
　×：平均値が３．５以上。
　またカビについては、抗菌持続性の１種のカビに対する平均値を求め、下記の基準で評
価した。
　◎：平均値が１．０点以上、１．５点未満。
　〇：平均値が１．５点以上、２．５点未満。
　△：平均値が２．５点以上、３．５点未満。
　×：平均値が３．５以上。
細菌に対する抗菌持続性、カビに対する抗菌持続性ともに、△、○、◎を実用性のあるも
のとして判定した。
【００５６】
※６：抗ウイルス持続性試験
　２０ｍｍ×２０ｍｍのステンレス板を用意し、表１から表７に示す各清掃用シートでス
テンレス版表面を上下５回、左右５回清拭を行い、２５℃に設定したインキュベーターで
所定時間（１時間、１２時間、２４時間、７２時間）静置する。対照として未処理のステ
ンレス板も用意した。所定時間静置した各ステンレス板を滅菌したプラスチックボトルに
入れ、ウイルス液（ネコカリシウイルス、マウスノロウイルス、アデノウイルス、インフ
ルエンザウイルス）を０．２ｍＬ接種して、パネル表面全体にまんべんなく塗布した。各
ステンレス板を２５℃で２時間自然乾燥後、ＳＣＤＬＰ培地２０ｍＬを加え、ストマッカ
ー袋に入れ、６０回手で揉みウイルスを洗い出した。洗い出した試験液について、細胞培
養用培地で１０倍希釈法による希釈系列を作成した後、それぞれのウイルスに対応する宿
主細胞（ネコカリシウイルス：Crandekk-Reese feline kidney cell、マウスノロウイル
ス：Mouse monocyte/macrophage cell line RAW264、アデノウイルス：Hela cell、イン
フルエンザウイルス：Madin-Darby canine kidney cell）に接種した。
　一定時間後にウイルス感染の有無を観察し、ウイルス感染価（ＴＣＩＤ５０／ｍＬ）を
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求め、対照と比較して下記の基準で評価した。
評価基準：
　１点：静置時間７２時間まで、対照と比較してウイルス感染価の常用対数値が３以上小
さい。
　２点：静置時間２４時間まで、対照と比較してウイルス感染価の常用対数値が３以上小
さい。
　３点：静置時間１２時間まで、対照と比較してウイルス感染価の常用対数値が３以上小
さい。
　４点：静置時間１時間まで、対照と比較してウイルス感染価の常用対数値が３以上小さ
い。
として上記抗ウイルス持続性を点数で評価し、各ウイルスに対する抗ウイルス持続性の平
均値を求め、以下の基準で抗ウイルス持続性効果を評価した。
　◎：平均値が１．０点以上、１．５点未満。
　〇：平均値が１．５点以上、２．５点未満。
　△：平均値が２．５点以上、３．５点未満。
　×：平均値が３．５以上。
とし、△、○、◎を実用性のあるものとして判定した。
【００５７】
※７：被清掃素材の腐食性に関する評価試験
試験方法：
　表１から表７に示す各清掃用シートの搾出液に対して、３ｃｍ×５ｃｍの大きさにカッ
トされたステンレス板（ＳＵＳ３０４）１枚を浸漬し、２５℃で４８時間保管後、各ステ
ンレス板をイオン交換水ですすぎ２４時間室温で乾燥した後、腐食度合いを目視で評価し
た。
評価基準：
　◎：変色・さび・劣化などが全く見られない。
　○：ほぼ変色・さび・劣化などが見られない。
　△：一部に変色・さび・劣化などが見られるが、問題ないレベル。
　×：全体に変色・さび・劣化などが見られる。とし、△、○、◎を実用性のあるものと
して判定した。
【００５８】
※８：除菌剤による不織布の変色に関する評価試験
試験方法：
　表１から表７に示す各清掃用シート（２００ｍｍ×２５０ｍｍ）を１０枚用い、４０℃
で１週間保存した後、清掃用シートの外観変化を目視によって観察した。
評価基準：
　◎：変色や劣化は発生していない。
　○：薄い変色や軽微な劣化がほとんど発生していない。
　△：濃い変色や強い劣化が若干発生しているが、問題ないレベル。
　×：全体的に濃い変色や強い劣化が発生している。
とし、△、○、◎を実用性のあるものとして判定した。
【００５９】
※９：洗浄性試験
試験方法：
　質量を測定したＳＵＳ３０４試験板（１５×５０ｍｍ）に、牛脂：大豆油：クロロホル
ムを１：１：５で混合した擬似汚れを付着・乾燥させたものを試験片とし、質量を測定し
た。この試験片を平らな表面に固定し、表１から表７に示す各清掃用シートを５０ｇ分取
り出し、２回折り畳んだ状態で、試験片の上に置き、さらに質量３００ｇのおもりを乗せ
た。その状態で清掃用シートを１秒間に１回の間隔で上下に５回動かし清拭した。その後
、試験片をイオン交換水ですすぎ、自然乾燥させた後、質量を測定した。洗浄率を清拭前
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後の試験片の質量変化により下記式より算出し、次の尺度で示した。
　（数１）
　洗浄率＝（Ｓ－Ｔ）／（Ｓ－Ｕ）×１００
Ｓ：清拭前の試験片の質量
Ｔ：清拭後の試験片の質量
Ｕ：ステンレス板の質量
評価基準：
　○：洗浄率７０％以上、１００％以下
　△：洗浄率３０％以上、７０％未満
　×：洗浄率３０％未満
とし、△、○を実用性のあるものとして判定した。
【００６０】
※１０：使用感に関する評価試験
試験方法：
　表１から表７に示す各清掃用シート（２００ｍｍ×２５０ｍｍ）を１０枚用い、薬液が
染み込んだ不織布を１枚取り出し、清浄なステンレス表面を約３０センチメートル四方に
渡って、上下５回左右５回ふき取りを行い、泡立ちやべたつき水っぽさやごわごわ感・湿
り気などの観点から官能試験によって使用感を確認した。また、パネラーは無作為に選定
し、それぞれのサンプルにつきｎ＝１０とした。評価結果の解析には統計処理を行い、最
も評価が多い項目を評価結果として採用した。
評価基準：
　○：泡立ち・べたつき・水っぽさ・ごわごわ感がなく、適度な湿り気があり使用感が良
い。
　△：やや泡立ち・べたつき・水っぽさ・ごわごわ感がある、もしくは適度な湿り気がな
い。
　×：泡立ち・べたつき・水っぽさ・ごわごわ感が非常に強い、もしくはほとんど湿り気
がなく使用感が悪い。
とし、△、○を実用性のあるものとして判定した。

【手続補正書】
【提出日】平成30年6月1日(2018.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体の保持が可能な基材シートに対して水性除菌剤が含浸された清掃用シートにおいて
、前記水性除菌剤が（Ａ）成分として第四級アンモニウム塩型界面活性剤を０．１質量％
以上、２０質量％以下、（Ｂ）成分として水酸化カリウム、（Ｃ）成分としてアミノカル
ボン酸型キレート剤、（Ｄ）成分として水を含有していて、基材シートに含浸されている
水性除菌剤のｐＨが１０．５以上、１３．５以下であり、
　前記基材シートが、再生繊維、合成系繊維、天然繊維より選ばれた少なくとも１種を含
むことを特徴とする清掃用シート。
【請求項２】
　（Ａ）成分が、炭素数１２から１６のアルキルジメチルベンジルアンモニウムクロライ
ド、ジデシルジメチルアンモニウムクロライド、ジオクチルジメチルアンモニウムクロラ
イド、オクチルデシルジデシルアンモニウム塩、アルキルジメチルエチルベンジルアンモ
ニウムクロライド、ベンゼトニウムクロライド、またはオクチルデシルジメチルアンモニ
ウムクロライドを含むことを特徴とする請求項１に記載の清掃用シート。
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【請求項３】
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分を、質量比で、（Ａ）／（Ｂ）の値が０．２以上、１０以下と
なる割合で含有することを特徴とする請求項１又は２のいずれかに記載の清掃用シート。
【請求項４】
　（Ｃ）成分が、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）、メ
チルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、グルタミン酸二酢酸（ＧＬＤＡ）、又はこれらの塩の
少なくとも１種であることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の清掃用シート
。
【請求項５】
　前記水性除菌剤が、さらに（Ｅ）成分としてアニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤
、両性界面活性剤より選ばれた少なくとも１種を含有することを特徴とする請求項１から
４のいずれかに記載の清掃用シート。
【請求項６】
　前記水性除菌剤が、さらに（Ｆ）成分としてモノエタノールアミンを含有することを特
徴とする請求項１から５のいずれかに記載の清掃用シート。
【請求項７】
　（Ａ）成分と（Ｆ）成分を、質量比で（Ａ）／（Ｆ）の値が０．１以上、１０以下とな
る割合で含有することを特徴とする請求項６に記載の清掃用シート。
【請求項８】
　基材シートが再生繊維を５０％以上含むことを特徴とする請求項１から７のいずれかに
記載の清掃用シート。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　即ち本発明は、
（１）液体の保持が可能な基材シートに対して水性除菌剤が含浸された清掃用シートにお
いて、前記水性除菌剤が（Ａ）成分として第四級アンモニウム塩型界面活性剤を０．１質
量％以上、２０質量％以下、（Ｂ）成分として水酸化カリウム、（Ｃ）成分としてアミノ
カルボン酸型キレート剤、（Ｄ）成分として水を含有していて、基材シートに含浸されて
いる水性除菌剤のｐＨが１０．５以上、１３．５以下であり、
　前記基材シートが、再生繊維、合成系繊維、天然繊維より選ばれた少なくとも１種を含
むことを特徴とする清掃用シート、
（２）（Ａ）成分が、炭素数１２から１６のアルキルジメチルベンジルアンモニウムクロ
ライド、ジデシルジメチルアンモニウムクロライド、ジオクチルジメチルアンモニウムク
ロライド、オクチルデシルジデシルアンモニウム塩、アルキルジメチルエチルベンジルア
ンモニウムクロライド、ベンゼトニウムクロライド、またはオクチルデシルジメチルアン
モニウムクロライドを含むことを特徴とする上記（１）の清掃用シート、
（３）（Ａ）成分と（Ｂ）成分を、質量比で、（Ａ）／（Ｂ）の値が０．２以上、１０以
下となる割合で含有することを特徴とする上記（１）又は（２）のいずれかの清掃用シー
ト、
（４）（Ｃ）成分が、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）
、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、グルタミン酸二酢酸（ＧＬＤＡ）、又はこれらの
塩の少なくとも１種であることを特徴とする上記（１）から（３）のいずれかの清掃用シ
ート、
（５）前記水性除菌剤が、さらに（Ｅ）成分としてアニオン界面活性剤、ノニオン界面活
性剤、両性界面活性剤より選ばれた少なくとも１種を含有することを特徴とする上記（１
）から（４）のいずれかの清掃用シート、
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（６）前記水性除菌剤が、さらに（Ｆ）成分としてモノエタノールアミンを含有すること
を特徴とする上記（１）から（５）のいずれかの清掃用シート、
（７）（Ａ）成分と（Ｆ）成分を、質量比で（Ａ）／（Ｆ）の値が０．１以上、１０以下
となる割合で含有することを特徴とする上記（６）の清掃用シート、
（８）基材シートが再生繊維を５０％以上含むことを特徴とする上記（１）から（７）の
いずれかの清掃用シート、
を要旨とするものである。
 
【手続補正書】
【提出日】平成30年11月9日(2018.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体の保持が可能な基材シートに対して水性除菌剤が含浸された清掃用シートにおいて
、前記水性除菌剤が（Ａ）成分として第四級アンモニウム塩型界面活性剤を０．１質量％
以上、２０質量％以下、（Ｂ）成分として水酸化カリウム、（Ｃ）成分としてアミノカル
ボン酸型キレート剤を０．０１質量％以上、１０質量％以下、（Ｄ）成分として水を含有
していて、基材シートに含浸されている水性除菌剤のｐＨが１０．５以上、１３．５以下
であり、（Ａ）成分と（Ｂ）成分の質量比（Ａ）／（Ｂ）の値が０．５以上、８以下であ
り、
　前記基材シートが、再生繊維、合成系繊維、天然繊維より選ばれた少なくとも１種を含
むことを特徴とする清掃用シート。
【請求項２】
　（Ａ）成分が、炭素数１２から１６のアルキルジメチルベンジルアンモニウムクロライ
ド、ジデシルジメチルアンモニウムクロライド、ジオクチルジメチルアンモニウムクロラ
イド、オクチルデシルジデシルアンモニウム塩、アルキルジメチルエチルベンジルアンモ
ニウムクロライド、ベンゼトニウムクロライド、またはオクチルデシルジメチルアンモニ
ウムクロライドを含むことを特徴とする請求項１に記載の清掃用シート。
【請求項３】
　前記基材シートが、レーヨン、ポリノジック、キュプラより選ばれた少なくとも１種以
上の再生繊維を５０％以上含み、残りが合成系繊維、天然繊維より選ばれた少なくとも１
種を含む請求項１または２のいずれかに記載の清掃用シート。
【請求項４】
　（Ｃ）成分が、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）、メ
チルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、グルタミン酸二酢酸（ＧＬＤＡ）、又はこれらの塩の
少なくとも１種であることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の清掃用シート
。
【請求項５】
　前記水性除菌剤が、さらに（Ｅ）成分としてアニオン界面活性剤、ノニオン界面活性剤
、両性界面活性剤より選ばれた少なくとも１種を含有することを特徴とする請求項１から
４のいずれかに記載の清掃用シート。
【請求項６】
　前記水性除菌剤が、さらに（Ｆ）成分としてモノエタノールアミンを含有することを特
徴とする請求項１から５のいずれかに記載の清掃用シート。
【請求項７】
　（Ａ）成分と（Ｆ）成分を、質量比で（Ａ）／（Ｆ）の値が０．１以上、１０以下とな
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る割合で含有することを特徴とする請求項６に記載の清掃用シート。
【請求項８】
　基材シートが、再生繊維を５０％以上含み、基材シートを構成する繊維１００質量部当
たり、水性除菌剤が１５０質量部以上、３５０質量部以下含浸されていることを特徴とす
る請求項１から７のいずれかに記載の清掃用シート。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　即ち本発明は、
（１）液体の保持が可能な基材シートに対して水性除菌剤が含浸された清掃用シートにお
いて、前記水性除菌剤が（Ａ）成分として第四級アンモニウム塩型界面活性剤を０．１質
量％以上、２０質量％以下、（Ｂ）成分として水酸化カリウム、（Ｃ）成分としてアミノ
カルボン酸型キレート剤を０．０１質量％以上、１０質量％以下、（Ｄ）成分として水を
含有していて、基材シートに含浸されている水性除菌剤のｐＨが１０．５以上、１３．５
以下であり、（Ａ）成分と（Ｂ）成分の質量比（Ａ）／（Ｂ）の値が０．５以上、８以下
であり、
　前記基材シートが、再生繊維、合成系繊維、天然繊維より選ばれた少なくとも１種を含
むことを特徴とする清掃用シート、
（２）（Ａ）成分が、炭素数１２から１６のアルキルジメチルベンジルアンモニウムクロ
ライド、ジデシルジメチルアンモニウムクロライド、ジオクチルジメチルアンモニウムク
ロライド、オクチルデシルジデシルアンモニウム塩、アルキルジメチルエチルベンジルア
ンモニウムクロライド、ベンゼトニウムクロライド、またはオクチルデシルジメチルアン
モニウムクロライドを含むことを特徴とする上記（１）の清掃用シート、
（３）前記基材シートが、レーヨン、ポリノジック、キュプラより選ばれた少なくとも１
種以上の再生繊維を５０％以上含み、残りが合成系繊維、天然繊維より選ばれた少なくと
も１種を含む上記（１）又は（２）のいずれかの清掃用シート、
（４）（Ｃ）成分が、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）
、メチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）、グルタミン酸二酢酸（ＧＬＤＡ）、又はこれらの
塩の少なくとも１種であることを特徴とする上記（１）から（３）のいずれかの清掃用シ
ート、
（５）前記水性除菌剤が、さらに（Ｅ）成分としてアニオン界面活性剤、ノニオン界面活
性剤、両性界面活性剤より選ばれた少なくとも１種を含有することを特徴とする上記（１
）から（４）のいずれかの清掃用シート、
（６）前記水性除菌剤が、さらに（Ｆ）成分としてモノエタノールアミンを含有すること
を特徴とする上記（１）から（５）のいずれかの清掃用シート、
（７）（Ａ）成分と（Ｆ）成分を、質量比で（Ａ）／（Ｆ）の値が０．１以上、１０以下
となる割合で含有することを特徴とする上記（６）の清掃用シート、
（８）基材シートが、再生繊維を５０％以上含み、基材シートを構成する繊維１００質量
部当たり、水性除菌剤が１５０質量部以上、３５０質量部以下含浸されていることを特徴
とする上記（１）から（７）のいずれかの清掃用シート、
を要旨とするものである。
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